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高圧ガス保安関東東北産業保安監督部長表彰選考基準 

 

高圧ガス保安関東東北産業保安監督部長表彰（東北支部を除く。）の選考に

当たっては、高圧ガス保安関東東北産業保安監督部長表彰実施要領（平成２４

年６月１２日 平成 24･06･07 関東産保第 15 号）（以下「監督部長実施要領」

という。）に基づき、下記により審査し、推薦書等を勘案の上、被表彰者を選

考すること。 

 

記 

 

１．基準の運用 

（１）監督部長実施要領で規定する表彰の種類ごとに２．に定める被表彰者

選考評価基準により採点し、点数の高いものから推薦順位を付すこと。 

監督部長実施要領４．（２）（保安功労者）ロ又はハに該当するものに

ついては、産業保安 監督部において審査し、同（保安功労者）イの候

補者とともに推薦順位を付すこと。 

なお、高圧ガス保安法（昭和２６年法律第２０４号。以下「高圧法」

という。）及び液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律

（昭和４２年法律第１４９号。以下「液化石油ガス法」という。）につい

ては過去５年以内、それ以外の法令については過去３年以内の違反があ

るもの、または表彰するに相応しくないものは推薦対象外とすることが

できる。 

 

（２）同一の表彰の種類において同点がある場合は、個人にあっては経験年

数の長い者、事業所にあっては無事故・無違反の期間の長いものを表彰

順位の高位とする。 

 

（３）年数の起算日は、表彰日とする。 



 

（４）合格の最低点は、概ね満点の５０％とする。 

 

２．被表彰者選考評価基準 

  （別紙） 

 

附 則 

この選考基準は、平成２４年６月１２日から施行する。 

附 則 

この選考基準は、平成３０年３月２７日から施行する。 

附 則 

この選考基準は、令和２年４月７日から施行する。 

附 則 

この選考基準は、令和４年９月３０日から施行する。 

 

 



 

1 
 

（別紙） 

（１）優良製造所（監督部表彰実施要領３．（１）①及び４．（１）） 

審査項目 配点基準 

配点 

（１０５点満点） 

合格基準：５２点 

①高圧ガス製造年数 

（過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある

場合は、当該受賞した表彰日以降の年数と

する。） 

・４０年以上 

・３５年以上 ４０年未満 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

・１０年以上 １５年未満 

       １０年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②従業員の免状の所有状況 

（高圧ガス製造に係る免状所有者数÷保安

部門及び高圧ガス製造に係る部門に所属す

る従業員数） 

・７０％以上 

・６０％以上 ７０％未満 

・５０％以上 ６０％未満 

・４０％以上 ５０％未満 

・３０％以上 ４０％未満 

・２０％以上 ３０％未満 

・１０％以上 ２０％未満 

       １０％未満 

１５点 

１３点 

１２点 

１０点 

８点 

６点 

４点 

０点 

③保安に関する業績  ５０点～０点 

 ⅰ）保安管理 別添１より、配点する。 （１９点～０点） 

ⅱ）保安技術 別添２より、配点する。 （１９点～０点） 

ⅲ）保安教育 別添３より、配点する。 （１２点～０点） 

④災害時等における高圧ガス保安行政への

協力の有無 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの表彰状・感謝状 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの表彰状・感謝状 

 

 

Ａ：５点 

 

Ｂ：３点 

⑤保安団体に対する貢献 

（両方の項目に該当する場合は５点とす

る。） 

・過去１年から現在までの間に、役員を派遣す

る等、他の模範として功績のあるもの。 

・過去１年から現在までの間に、講師を派遣す

る等、他の模範として功績のあるもの。 

５点 

 

２点 

⑥過去における表彰、感謝状等（以下「表

彰等」という。）の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を

配点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制

度がない自治体からの推薦は、９点とす

る。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑦耐震性向上への取組状況 

（注）塔類及び貯槽類に係る次の通達をい

う。以下同じ。 

①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につ

いて（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（５７立

局第１８０号） 

②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につ

いて（塔類）（５８立局第２０４号） 

③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につ

いて（平底円筒形貯槽）（５９立局第５７５

号） 

１）現に既存の設備が耐震設計設備基準通達（注）に不適合である場合

（適合しているか未確認である場合も含む。）は、否とする（当該通達の

対象設備を有する製造所に限る。）。 

２）「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２１

日付け２０１４０５１９商局第１号）」により都道府県に耐震性向上に係

る報告をしていない場合は、否とする（当該通知の対象設備を有する製

造所に限る。）。 



⑧高圧法及び液石法に係る事故歴 

（２０年間） 

（注１）高圧法に係る事故については、高

圧ガス・コンビナート事故対応要領に規定

した事故（以下「高圧ガス事故という。）」

を指す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液

化石油ガス関係事故対応要領に規定した事

故（以下「液化石油ガス事故」という。）を

指す。以下同じ。 

＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事故

を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同じ。）

を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因が

消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな場

合を除く。 

⑨高圧法及び液石法に係る法令違反等の有

無及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」という。）

を受けた場合は、否とする 

⑩その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴金

の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していない

もの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又は

課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後１０

年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件につき５

点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

 

⑪液化石油ガス安全器具等設置状況 液化石油ガス法に係る販売事業者及びその事業に係る者にあっては、ガ

スを供給している消費者のうち、要設置戸数に対する安全器具の設置率が

９０％以上、かつ、業務用厨房に対する業務用換気警報器又はＣＯ警報器

の設置率が９０％以上であるもの。 

安全器具又は業務用換気警報器（ＣＯ警報器含む）の設置率が１００％

に満たない場合は、各々、設置率１００％から１％低下するごとに 1点を

減ずる。 

ただし、設置率の小数点以下は、切り捨てとする。 

（注）設置戸数並びに設置率については、高圧ガス保安関東東北産業保安

監督部長表彰実施細則に定める様式８の注意書きのとおり。 



（２）優良販売業者等（監督部長表彰実施要領３.（１）②及び４.（１）） 

審査項目 配点基準 

配点 

（１０５点満点） 

合格基準：５２点 

①高圧ガス製造年数 

（過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。） 

・４０年以上 

・３５年以上 ４０年未満 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

・１０年以上 １５年未満 

       １０年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②従業員の免状の所有状況 

（当該業務に必要な免状所有者数÷保安部門

及び高圧ガスの業務に係る部門に所属する従

業員数） 

・９０％以上 

・７５％以上 ９０％未満 

・６０％以上 ７５％未満 

・４５％以上 ６０％未満 

・３０％以上 ４５％未満 

・１５％以上 ３０％未満 

・ ５％以上 １０％未満 

        ５％未満 

１５点 

１３点 

１２点 

１０点 

８点 

６点 

４点 

０点 

③保安に関する業績  ５０点～０点 

 ⅰ）保安管理 別添１より、配点する。 （１９点～０点） 

ⅱ）保安技術 別添２より、配点する。 （１９点～０点） 

ⅲ）保安教育 別添３より、配点する。 （１２点～０点） 

④災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの表彰状・感謝状 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの表彰状・感謝状 

 

 

Ａ：５点 

 

Ｂ：３点 

 

 

⑤保安団体に対する貢献 

（両方の項目に該当する場合は５点とす

る。） 

・過去１年から現在までの間に、役員を派遣す

る等、他の模範として功績のあるもの。 

 

・過去１年から現在までの間に、講師を派遣す

る等、他の模範として功績のあるもの。 

５点 

 

 

２点 

 

⑥過去における表彰、感謝状等（以下「表彰

等」という。）の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑦耐震性向上への取組状況 

（注）塔類及び貯槽類に係る次の通達をい

う。以下同じ。 

①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（５７立局

第１８０号） 

②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（塔類）（５８立局第２０４号） 

③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（平底円筒形貯槽）（５９立局第５７５

号） 

１）現に既存の設備が耐震設計設備基準通達（注）に不適合である場合

（適合しているか未確認である場合も含む。）は、否とする（当該通達

の対象設備を有する製造所に限る。）。 

２）「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２

１日付け２０１４０５１９商局第１号）」により都道府県に耐震性向上

に係る報告をしていない場合は、否とする（当該通知の対象設備を有す

る製造所に限る。）。 

⑧高圧法及び液石法に係る事故歴 ＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 



（２０年間） 

（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑨高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑩その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又

は課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後

１０年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件に

つき５点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑪液化石油ガス安全器具等設置状況 液化石油ガス法に係る販売事業者及びその事業に係る者にあっては、ガ

スを供給している消費者のうち、要設置戸数に対する安全器具の設置率が

９０％以上、かつ、業務用厨房に対する業務用換気警報器又はＣＯ警報器

の設置率が９０％以上であるもの。 

安全器具又は業務用換気警報器（ＣＯ警報器含む）の設置率が１００％

に満たない場合は、各々、設置率１００％から１％低下するごとに 1点を

減ずる。 

ただし、設置率の小数点以下は、切り捨てとする。 

（注）設置戸数並びに設置率については、高圧ガス保安関東東北産業保安

監督部長表彰実施細則に定める様式８の注意書きのとおり。 

 

  



（３）－１保安功労者（監督部長表彰実施要領３.（１）③及び４.（２）イ） 

審査項目 配点基準 

配点 

（１００点満点） 

合格基準：５０点 

①高圧ガスの製造所等従事年数 

（過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。） 

・４５年以上 

・４０年以上 ４５年未満 

・３５年以上 ４０年未満 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

       １５年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②保安団体従事年数 

※他の保安団体と重複する場合は、重複して

計算しないこと。 

※過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。 

・５０年以上 

・４５年以上 ５０年未満 

・４０年以上 ４５年未満 

・３５年以上 ４０年未満 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

       ２０年未満 

１５点 

１３点 

１１点 

９点 

７点 

５点 

３点 

０点 

③保安団体への主要な関わり 

（過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。） 

 

・会長、副会長年数（他の団体との重複期間は除

く。）（※１年あたり１点とする。） 

・役員（理事、常任理事）年数（他の団体との重

複期間は除く。）（※２年あたり１点とし、端数は

切り捨てること。） 

上限１０点 

 

上限１０点 

④保安に関する功績 別添４により、配点する。 ３０点～０点 

⑤災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

※単に、団体、町内会、自治会等の役員・委

員を務めた等の社会的貢献が具体的でないも

のは認めない 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの感謝状 

・１年以上、団体の長として社会に貢献 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの感謝状 

・１年以上、団体の要職として社会に貢献 

 

Ａ：５点 

 

 

Ｂ：３点 

⑥過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

    ８点 

    ６点 

 ０点 

⑦耐震性向上への取組状況 

（注）塔類及び貯槽類に係る次の通達をい

う。以下同じ。 

①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（５７立局

第１８０号） 

②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（塔類）（５８立局第２０４号） 

③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（平底円筒形貯槽）（５９立局第５７５

号） 

１）現に既存の設備が耐震設計設備基準通達（注）に不適合である場合

（適合しているか未確認である場合も含む。）は、否とする（当該通達の

対象設備を有する製造所に限る。）。 

２）「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２

１日付け２０１４０５１９商局第１号）」により都道府県に耐震性向上に

係る報告をしていない場合は、否とする（当該通知の対象設備を有する

製造所に限る。）。 

⑧高圧法及び液石法に係る事故歴 

（２０年間） 

（本人に起因するもの又は役員等の責任的立

場に在職中に発生したものを対象とする。） 

＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事



（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑨高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑩その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又

は課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後

１０年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件に

つき５点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑪液化石油ガス安全器具等設置状況 液化石油ガス法に係る販売事業者及びその事業に係る者にあっては、ガ

スを供給している消費者のうち、要設置戸数に対する安全器具の設置率が

９０％以上、かつ、業務用厨房に対する業務用換気警報器又はＣＯ警報器

の設置率が９０％以上であるもの。 

安全器具又は業務用換気警報器（ＣＯ警報器含む）の設置率が１００％

に満たない場合は、各々、設置率１００％から１％低下するごとに 1点を

減ずる。 

ただし、設置率の小数点以下は、切り捨てとする。 

（注）設置戸数並びに設置率については、高圧ガス保安関東東北産業保

安監督部長表彰実施細則に定める様式８の注意書きのとおり。 

 

  



（３）－２保安功労者（監督部長実施要領３.（１）③及び４．（２）ロ又はハ） 

（イ）監督部長実施要領の４．（２）ロに該当する者については、大災害を未然に防止した等の功績に係る判定となるた

め、運営要領で規定する審査会の審議・議決により順位を決定するものとする。 

（ロ）監督部長実施要領の４．（２）ハに該当するものについては、研究開発等の顕著な功績に係る判定となるため、運営

要領で規定する審査会の審議・議決により以下を考慮し、決定し、順位を決定するものとする。 

①国の審議会委員等として永年経済産業行政に貢献した者を優先する。 

②現役を優先すること。 

③高圧ガス保安法を所管する、自治体職員等及びその経歴は対象外とする。 

  



（４）優良製造保安責任者等（監督部長表彰実施要領３.（１）④及び４.（３）） 

審査項目 配点基準 

 

配点 

（１０５点満点） 

合格基準：５２点 

 

①高圧ガスの製造所等従事年数 

（過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。） 

・４５年以上 

・４０年以上 ４５年未満 

・３５年以上 ４０年未満 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

       １５年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②製造保安責任者等経験年数 

※製造保安責任者等の経験年数が１０年未満

の場合は否とする。 

※過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。 

 

・３０年以上 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

       １５年未満 

３０点 

２５点 

２０点 

１５点 

１０点 

③保安団体従事年数 

※他の保安団体と重複する場合は、重複して

計算しないこと。 

※過去に大臣及び部長表彰の受賞歴がある場

合は、当該受賞した表彰日以降の年数とす

る。 

・１５年以上 

・１０年以上  １５年未満 

１０点 

５点 

④保安に関する功績 別添５により、配点する。 ３０点～０点 

⑤災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

※単に、団体、町内会、自治会等の役員・委

員を務めた等の社会的貢献が具体的でないも

のは認めない 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの感謝状 

・１年以上、団体の長として社会に貢献 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの感謝状 

・１年以上、団体の要職として社会に貢献 

 

 

Ａ：５点 

 

 

Ｂ：３点 

⑥過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑦耐震性向上への取組状況 

（注）塔類及び貯槽類に係る次の通達をい

う。以下同じ。 

①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（５７立局

第１８０号） 

②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（塔類）（５８立局第２０４号） 

③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（平底円筒形貯槽）（５９立局第５７５

号） 

１）現に既存の設備が耐震設計設備基準通達（注）に不適合である場合

（適合しているか未確認である場合も含む。）は、否とする（当該通達の

対象設備を有する製造所に限る。）。 

２）「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について（平成２６年５月２

１日付け２０１４０５１９商局第１号）」により都道府県に耐震性向上に

係る報告をしていない場合は、否とする（当該通知の対象設備を有する

製造所に限る。）。 

⑧高圧法及び液石法に係る事故歴 ＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 



（２０年間） 

（本人に起因するもの又は役員等の責任的立

場に在職中に発生したものを対象とする。） 

（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑨高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑩その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又

は課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後

１０年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件に

つき５点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑪液化石油ガス安全器具等設置状況 液化石油ガス法に係る販売事業者及びその事業に係る者にあっては、ガ

スを供給している消費者のうち、要設置戸数に対する安全器具の設置率が

９０％以上、かつ、業務用厨房に対する業務用換気警報器又はＣＯ警報器

の設置率が９０％以上であるもの。 

安全器具又は業務用換気警報器（ＣＯ警報器含む）の設置率が１００％

に満たない場合は、各々、設置率１００％から１％低下するごとに 1点を

減ずる。 

ただし、設置率の小数点以下は、切り捨てとする。 

（注）設置戸数並びに設置率については、高圧ガス保安関東東北産業保

安監督部長表彰実施細則に定める様式８の注意書きのとおり。 

備考．現役を優先すること。 

  



（５）優良運送従事者、優良移動監視者（監督部長実施要領３.（１）⑤） 

審査項目 配点基準 

 

配点 

（９１点満点） 

合格基準：４５点 

①高圧ガスの製造所等従事年数 

（過去に部長表彰の受賞歴がある場合は、当

該受賞した表彰日以降の年数とする。） 

・３２年以上 

・２８年以上 ３２年未満 

・２４年以上 ２８年未満 

・２０年以上 ２４年未満 

・１６年以上 ２０年未満 

・１２年以上 １６年未満 

・ ８年以上 １２年未満 

        ８年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

 ②運送従事者又は移動監視者としての

経験年数 

（過去に部長表彰の受賞歴がある場合

は、当該受賞した表彰日以降の年数と

する。） 

運送従事者・移動監視者としての年数÷２ 上限２０点 

③保安団体従事年数 

※他の保安団体と重複する場合は、重複して

計算しないこと。 

※過去に部長表彰の受賞歴がある場合は、当

該受賞した表彰日以降の年数とする。 

・１５年以上 

・１０年以上  １５年未満 

１０点 

５点 

④保安に関する功績 別添６により、配点する。 １５点～０点 

⑤災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

※単に、団体、町内会、自治会等の役員・委

員を務めた等の社会的貢献が具体的でないも

のは認めない 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの感謝状 

・１年以上、団体の長として社会に貢献 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの感謝状 

・１年以上、団体の要職として社会に貢献 

 

Ａ：５点 

 

 

Ｂ：３点 

⑥過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

     ８点 

       ６点 

       ０点 

⑦高圧法及び液石法に係る事故歴 

（２０年間） 

（本人に起因するもの又は役員等の責任的立

場に在職中に発生したものを対象とする。） 

（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 



過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑧高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑨その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又

は課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後

１０年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件に

つき５点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑩その他 別添１２により、配点する。 １１点～０点 

備考１．現役を優先すること。 

２．移動中の高圧ガスを積載した車両に発生した事故の拡大を迅速、かつ、的確に防止し、もって公共の安全の確保に 

多大な貢献をした運送従業者等については、産業保安監督部に設置する関東東北産業保安監督部長表彰に係る審査会等

の審議・議決により順位を決定するものとする。 

  



（６）優良運送事業所（監督部長実施要領３.（１）⑤） 

審査項目 配点基準 

 

配点 

（９６点満点） 

合格基準：４８点 

 

①高圧ガスの取扱年数 

（過去に部長表彰の受賞歴がある場合は、当

該受賞した表彰日以降の年数とする。） 

・３５年以上 

・３０年以上 ３５年未満 

・２５年以上 ３０年未満 

・２０年以上 ２５年未満 

・１５年以上 ２０年未満 

・１０年以上 １５年未満 

・ ５年以上 １０年未満 

        ５年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②高圧ガス移動有資格者の状況 

（高圧ガス移動に係る免状所有者数÷移動に

係る部署の従業員数） 

・７０％以上 

・６０％以上 ７０％未満 

・５０％以上 ６０％未満 

・４０％以上 ５０％未満 

・３０％以上 ４０％未満 

・２０％以上 ３０％未満 

・１０％以上 ２０％未満 

       １０％未満 

１５点 

１３点 

１２点 

１０点 

８点 

６点 

４点 

０点 

③保安に関する業績  ３０点～０点 

 ⅰ）保安及び運行管理 別添７により、配点する。 （１５点～０点） 

ⅱ）保安教育 別添８により、配点する。 （１５点～０点） 

④災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの表彰状・感謝状 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの表彰状・感謝状 

 

 

Ａ：５点 

 

Ｂ：３点 

⑤保安団体に対する貢献 

（両方の項目に該当する場合は５点とす

る。） 

・過去１年から現在までの間に、役員を派遣する

等、他の模範として功績のあるもの。 

 

・過去１年から現在までの間に、講師を派遣する

等、他の模範として功績のあるもの。 

 

 

５点 

 

２点 

⑥過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者は、

対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑦高圧法及び液石法に係る事故歴 

（２０年間） 

（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 



Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑧高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑨その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又は

課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後１０

年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件につき５

点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑩その他 別添１２により、配点する。 １１点～０点 

備考．移動中の高圧ガスを積載した車両に発生した事故の拡大を迅速、かつ、的確に防止し、もって公共の安全の確保に多

大な貢献をした運送事業所については、産業保安監督部に設置する関東東北産業保安監督部長表彰に係る審査会等の審

議・議決により順位を決定するものとする。 

  



（７）優良防災事業所（監督部長実施要領３.（１）⑤） 

審査項目 配点基準 

      

配点 

（８１点満点） 

合格基準：４０点 

 

①防災事業所指定年数 

（過去に部長表彰の受賞歴がある場合は、当

該受賞した表彰日以降の年数とする。） 

・１９年以上 

・１６年以上 １９年未満 

・１３年以上 １６年未満 

・１０年以上 １３年未満 

・ ７年以上 １０年未満 

・ ４年以上  ７年未満 

・ ２年以上  ４年未満 

        ２年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②保安に関する業績  ３０点～０点 

 ⅰ）防災活動の業績 別添９により、配点する。 （１５点～０点） 

ⅱ）保安に関する功績 別添１０により、配点する。 （１５点～０点） 

③災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの表彰状・感謝状 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの表彰状・感謝状 

 

 

Ａ：５点 

 

Ｂ：３点 

④保安団体に対する貢献 

（両方の項目に該当する場合は５点とす

る。） 

・過去１年から現在までの間に、役員を派遣する

等、他の模範として功績のあるもの。 

 

・過去１年から現在までの間に、講師を派遣する

等、他の模範として功績のあるもの。 

 

５点 

 

２点 

⑤過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑥耐震性向上への取組状況 

（注）塔類及び貯槽類に係る次の通達をい

う。以下同じ。 

①既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（球形貯槽・横置円筒形貯槽）（５７立局

第１８０号） 

②既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（塔類）（５８立局第２０４号） 

③既存高圧ガス設備の耐震性向上対策につい

て（平底円筒形貯槽）（５９立局第５７５

号） 

１）現に既存の設備が耐震設計設備基準通達に不適合である場合（適合し

ているか未確認である場合も含む。）は、否とする（当該通達の対象設

備を有する事業所等に限る。）。 

２）「既存の高圧ガス設備の耐震性向上対策について」により都道府県に

耐震性向上に係る報告をしていない場合は、否とする（当該通知の対象

設備を有する事業所等に限る。）。 

⑦高圧法及び液石法に係る事故歴 

（２０年間） 

（注１）高圧法に係る事故については、高圧

ガス・コンビナート事故対応要領に規定した

事故（以下「高圧ガス事故という。）」を指

す。以下同じ。 

（注２）液石法に係る事故については、液化

石油ガス関係事故対応要領に規定した事故

＜平成２７年以前の高圧ガス事故について＞ 

１）過去１０年間にＡ級又はＢ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事

故に該当した事故を除く。以下同じ。）を起こしている場合は、否とす

る。また、Ｃ級事故（Ｃ級事故の繰り返しによりＢ級事故に該当した事

故を含む。また、人的被害又は物的被害を生じたものに限る。以下同

じ。）を起こしている場合は、１件につき１０点を減じる。 

２）過去１０年を超えて高圧ガス事故を起こしている場合は、１件の事故

につき、次の点数を減じる。 

○１０年超～１５年以内 



（以下「液化石油ガス事故」という。）を指

す。以下同じ。 

Ａ級：２０点、Ｂ級：１５点、Ｃ級：５点 

○１５年超～２０年以内 

Ａ級：１５点、Ｂ級：１０点、Ｃ級：２点 

＜平成２８年以降の高圧ガス事故について＞ 

Ａ級又はＢ１級事故を起こしている場合は、否とする。また、Ｂ２級事故

については１件につき１０点を、Ｃ１級事故については１件につき５点を

減じる。 

＜液化石油ガス事故について＞ 

過去５年間に人的被害又は物的被害を伴う事故を起こした場合、又は過去

３年間に人的被害又は物的被害を伴わない事故を起こした場合（事故に係

る責任の所在が不明な場合も含む。）は、否とする。ただし、事故の原因

が消費者の過失など、事業者の責任によらないものであることが明らかな

場合を除く。 

⑧高圧法及び液石法に係る法令違反等の有無

及び内容 

（組織に起因するものに限る。） 

＜高圧法に係る法令違反について＞ 

１）現に法令違反の状態にあるもの又は過去５年以内に法令違反があり、

命令、罰則等の処分を受けたもの又はそれに類するものは、否とする。 

２）過去５年を超えて法令違反があるものは、１件の違反につき次の点数

を減じる。 

○ ５年超～１０年以内  １０点 

○１０年超～１５年以内   ５点 

 

＜液石法に係る法令違反について＞ 

過去５年間に液石法の違反により処分又は指導（以下「処分等」とい

う。）を受けた場合は、否とする 

⑨その他の法令違反等の有無及び内容 １）独占禁止法違反で係争中のもの、勧告、警告、注意若しくは告発（以

下「勧告等」という。）を受けてから３年を経過していないもの、課徴

金の支払等を命じられた場合であって課徴金の支払い等を終了していな

いもの又は支払等の終了後３年を経過していないものは、否とする。 

※独占禁止法違反で勧告等を受けてから１０年を経過していないもの又は

課徴金の支払い等を命じられた場合であって課徴金の支払等の終了後１０

年を経過していないもの（上記に掲げるものを除く。）は、１件につき５

点を減じる。 

２）過去３年以内に社会的問題（リコール等）を起こし、国民感情にそぐ

わない事実がある場合は、否とする。 

３）他法令の違反、刑事事件を起こし、表彰するのにふさわしくないもの

は、否とする。 

⑩その他 別添１２により、配点する。 １１点～０点 

⑪液化石油ガス安全器具等設置状況 液化石油ガス法に係る販売事業者及びその事業に係る者にあっては、ガ

スを供給している消費者のうち、要設置戸数に対する安全器具の設置率が

９０％以上、かつ、業務用厨房に対する業務用換気警報器又はＣＯ警報器

の設置率が９０％以上であるもの。 

安全器具又は業務用換気警報器（ＣＯ警報器含む）の設置率が１００％

に満たない場合は、各々、設置率１００％から１％低下するごとに 1点を

減ずる。 

ただし、設置率の小数点以下は、切り捨てとする。 

（注）設置戸数並びに設置率については、高圧ガス保安関東東北産業保

安監督部長表彰実施細則に定める様式８の注意書きのとおり。 

備考．移動中の高圧ガスを積載した車両に発生した事故の拡大を迅速、かつ、的確に防止し、もって公共の安全の確保に多

大な貢献をした防災事業所については、産業保安監督部に設置する関東東北産業保安監督部長表彰に係る審査会等の審

議・議決により順位を決定するものとする。 

  



（８）優良保安団体（監督部長実施要領３.（１）⑤） 

審査項目 配点基準 

配点 

（７６点満点） 

合格基準：３８点 

①活動年数 

（過去に部長表彰の受賞歴がある場合は、当

該受賞した表彰日以降の年数とする。） 

・３２年以上 

・２８年以上 ３２年未満 

・２４年以上 ２８年未満 

・２０年以上 ２４年未満 

・１６年以上 ２０年未満 

・１２年以上 １６年未満 

・ ８年以上 １２年未満 

        ８年未満 

２０点 

１８点 

１６点 

１４点 

１２点 

１０点 

８点 

０点 

②保安に関する業績 別添１１により、配点する。 ３０点～０点 

③災害時等における高圧ガス保安行政への協

力の有無 

・保安に係る活動あり 

評点Ａ： 

・自治体、警察、消防等からの表彰状・感謝状 

評点Ｂ： 

・町内会、民間団体からの表彰状・感謝状 

 

 

Ａ：５点 

 

 

Ｂ：３点 

④過去における表彰等の受賞歴 

（当該表彰と同種類に限る。） 

※同一の審査項目において最も高い点数を配

点するものとし点数の加算は行わない。 

（注）高圧ガス保安に関する知事等表彰制度

がない自治体からの推薦は、９点とする。 

 

 

 

・高圧ガス保安知事表彰等（注） 

・高圧ガス関係全国団体会長表彰等 

・その他（高圧ガス関係団体会長賞） 

・特になし 

※上記の表彰を本年度受賞した者又は予定の者

は、対象としない。 

１０点 

８点 

６点 

０点 

⑤その他 別添１２により、配点する。 １１点～０点 

備考．審査項目②が０点のものは、表彰候補としない。 

  



別添１（優良製造所、優良販売業者等） 

ⅰ）保安管理 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①設備構造及び保安上

の措置 

 

（７点～０点） 

・製造、販売、貯蔵、

移動、消費の技術上の

基準に基づく措置状況 

・耐震設計設備基準に

基づく措置状況 

・自動警報設備等の非

常用設備の措置状況 

・その他保安上の措置

状況 

 

設備、運転方法等に対

する保安上の措置が※

特に優れている。 

※以下の①～③の全て

に該当することをい

う。 

①保安面における新規

技術の導入に積極的で

あること。 

②保安関係の設備につ

いて法定以外のものを

設置・増設しているこ

と。 

③設備の維持管理に特

に積極的であること。 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

設備、運転方法等に対

する保安上の措置が※

優れている。 

※左記の①～③のうち

２項目に該当すること

をいう。 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

設備、運転方法等に対

する保安上の措置が※

良好である。 

※左記の①～③のうち

１項目に該当すること

をいう。 

 

 

 

 

 

同左 

 

 

 

 

設備、運転方法等に対

する保安上の措置が※

最低限法令等に準拠し

ている。 

※左記の①～③のいず

れにも該当しないこと

をいう。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「２点」を加える。 

 

○上記②のうち、高圧ガス設備等耐震設計基準（昭和５６年通商産業省

告示第５１５号）が制定又は改正される前に設置された古い高圧ガス設

備（重要度がⅠａ又はⅠである塔及び貯槽が対象）の全てについて、最

新の耐震設計基準以上となっている又はその計画を有していること。 

 

②規程類の整備・活

用、保安管理の組織の

整備及び保安要員の配

置状況 

 

（７点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

・保安管理のための規

程、基準等を明確に整

備し、規程類について

は細則を設ける等、内

容が優れており、これ

が効果的に活用されて

いる。 

 

・また、各部門の業

務、責任権限及び指揮

命令系統が明確に定め

られ、連絡体制の周知

が図られており、保安

要員の配置及び管理体

制が極めて優れてい

る。 

・保安管理のための規

程、基準等の内容が充

実しており、これが遵

守されている。 

 

 

 

 

・また、各部門の業

務、責任権限及び指揮

命令系統が明確に定め

られ、連絡体制の周知

が図られており、保安

要員の数が適当である

等、管理体制が確立し

ている。 

・保安管理のための規

程、基準等が整備され

ている。 

 

 

 

 

 

・また、指揮命令系統

が明確に定められ、連

絡体制の周知が図られ

ており、保安要員の数

が適当である。 

・法令関係の規程類が

整備され、保安要員の

数も満たしている。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「２点」を加える。 

 

 



○リスクアセスメント（コンビナート等保安規則（昭和６１年通商産業

省令第８８号）の適用を受ける特定製造事業者以外の事業所等にあって

は、危険予知訓練、ヒヤリハット等を含む。）に関して、実施規程の整

備、実施のための組織・人員の配置等がなされており、その成果を上げ

ている。 

③施設等についての保

安上の改善状況 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

・施設等に対する保安

上の※顕著な改善実績

がある。 

 

 
※自社において実用化

又は他に先駆けて採用

された改善であって、

その後、自社以外にも

普及し、使用されてい

ること等をいう。 

・施設等に対する保安

上の※改善実績があ

る。 

 

 
※自社において実用化

又は他に先駆けて採用

された改善であって、

自社で使用しているこ

と等をいう。 

・施設等に対する保安

上の※改善の努力が認

められる。 

 

 
※他社等で新たに実用

化された改善等を積極

的に、自社に取り入れ

使用していること等を

いう。 

・施設等に対する保安

上の※最低限の取組を

行っている。 

 

 
※広く普及されている

改善等を自社に取り入

れ使用していること等

をいう。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１９点満点） 

 

  



別添２（優良製造所、優良販売業者等） 

ⅱ）保安技術 

 Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①社（所）内における

技術情報の整備、活用

状況及び研究実績 

 

（５点～０点） 

技術情報が広く収集・

整備され、内容も優れ

ており、これを積極的

に活用している。 

 

また、保安関係の委員

会、研究会等及び保安

担当者のミーティング

等を積極的※に開催

し、顕著な研究実績又

は成果を得ている。 

 

 

 
※委員会、研究会等を

４回／年以上及び担当

者ミーティング等を１

２回／年以上開催して

いることを目安とす

る。 

技術情報が整備されて

おり、これを活用して

いる。 

 

 

また、保安関係の委員

会、研究会等及び保安

担当者のミーティング

等を十分※に開催し、

研究実績又は成果を得

ている。 

 

 

 
※委員会、研究会等を

２回／年以上及び担当

者ミーティング等を６

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

技術情報が整備されて

おり、保安関係の委員

会、研究会等又は保安

担当者のミーティング

等を定期的※に開催し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 
※委員会、研究会等を

１回／年以上又は担当

者ミーティング等を４

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

技術情報は整備されて

いるが、保安関係の委

員会、研究会又は保安

担当者のミーティング

等は定期的には行って

いない。 

②保安関係の新技術・

手法の導入状況 

（９点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

新技術・手法を積極的

に導入するとともに、

改善の取組を※積極的

に行っている。 

 

 

 
※設備、運用につい

て、その両方、かつ、

複数の改善の取組を行

っているものをいう。 

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組を※十分に行ってい

る。 

 

 

 
※設備、運用の両方に

ついて、改善の取組を

行っているものをい

う。 

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組※を行っている。 

 

 

 

 
※設備、運用のいずれ

かについて、改善の取

組を行っているものを

いう。 

新技術・手法を導入し

ておらず、又は導入し

ているが改善の取組を

行っていない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「４点」を加える。 

 

○保安関係の新技術・手法の導入した技術等に関して、その効果を適切

に検証し、その改善の取り組みを行っている。 

 

③公的機関、団体等に

おける保安関係の委員

会、研究会等への参加

状況 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

委員会、研究会等に※

積極的に参加し、その

成果を業務に反映させ

ている。 

 

 
※４件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会等に※

十分に参加し、その成

果を業務に反映させて

いる。 

 

 
※２件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会等に※

定期的に参加してい

る。 

 

 

 

※１件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会等に参

加することがある。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１９点満点） 

 

  



別添３（優良製造所、優良販売業者等） 

ⅲ）保安教育 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①社（所）内における

保安関係の従業員教育

の実施状況 

（７点～０点） 

全従業員を対象に※積

極的に保安教育を実施

し、内容も充実してい

る。 

 

 
※４回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※十

分な保安教育を実施

し、その内容も充実し

ている。 

 

 
※２回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※定

期的に保安教育を実施

している。 

 

 

 
※１回/年以上実施して

いることをいう。 

定期的な保安教育は実

施していない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「２点」を加える。 

 

○現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画

の策定や保安教育プログラムを有しており、その成果を上げている。 

 

②保安関係の研修会、

講習会、防災訓練等へ

の講師等の派遣又は参

加状況 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

講師等の派遣回数も多

く、社（所）外の研修

会、講習会等に※積極

的に参加し、その教育

成果を業務に反映させ

ている。 

 

 
※４回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

 

また、防災訓練にも※

積極的に参加（又は実

施）している。 

 

 

 

 
※社（所）内外を問わ

ず、２回／年以上参加

又は実施していること

をいう。 

社（所）外の研修会、

講習会等に※十分に参

加し、その教育成果を

業務に反映させてい

る。 

 

 

 
※２回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

 

また、防災訓練にも※

定期的に参加（又は実

施）している。 

 

 

 

 
※社（所）内外を問わ

ず、１回／年以上参加

又は実施していること

をいう。 

社（所）外の研修会、

講習会等に※定期的に

参加している。 

 

 

 

 

 
※１回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

 

また、社（所）内での
※基礎的な訓練を実施

するほか、周辺地域で

行われる防災訓練にも

参加することがある。 

 
※消火訓練、通報訓練

等の基礎的な内容のも

のを指す。 

社（所）外の研修会、

講習会等に定期的には

参加していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、社（所）内での

基礎的な訓練は実施し

ているが、周辺地域で

行われる防災訓練には

参加していない。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１２点満点） 

 

  



別添４（保安功労者） 

保安に関する功績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①所属する事業所等に

おける保安管理、保安

技術、保安教育等に関

する実績（当該措置に

関して自身が実績を有

している場合に限る。） 

 

（１１点～０点） 

保安関係規程の整備・

充実、保安管理組織の

責任・指揮命令系統の

明確化、連絡体制の周

知等がなされている。 

 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※積極

的に行っている。 

 

 
※４回／年以上の開

催、実施をいう。 

保安関係規程の整備、

保安管理組織の責任・

指揮命令系統の明確

化、連絡体制の周知等

がなされている。 

 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※十分

に行っている。 

 

 
※２回／年以上の開

催、実施をいう。 

保安関係規程の整備、

保安管理組織の指揮命

令系統の明確化、連絡

体制の周知等がなされ

ている。 

 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※行っ

ている。 

 

 
※１回／年以上の開

催、実施をいう。 

連絡体制の周知等はな

されているが、保安教

育、保安関係委員会等

は定期的には行ってい

ない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にそれぞれ「２点」を加える。 

（６点～０点） 

 

○高圧ガス設備等耐震設計基準が制定又は改正される前に設置された古

い高圧ガス設備（重要度がⅠa又はⅠである塔及び貯槽が対象）の全て

について、最新の耐震設計基準以上となっている又はその計画を有して

いる。 

 

○リスクアセスメント（コンビナート等保安規則の適用を受ける特定製

造事業者以外の事業所等にあっては、危険予知訓練、ヒヤリハット等を

含む。）に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等

がなされており、その成果を上げている。 

 

○現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画

の策定や保安教育プログラムを有しており、その成果を上げている。 

 

②保安関係の新技術・

手法の導入状況 

（９点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

新技術・手法を積極的

に導入するとともに、

改善の取組を※積極的

に行っている。 

 

 
※設備、運用につい

て、その両方、かつ、

複数の改善の取組を行

っているものをいう。 

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組を※十分に行ってい

る。 

 

 
※設備、運用の両方に

ついて、改善の取組を

行っているものをい

う。  

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組※を行っている。 

 

 

 
※設備、運用のいずれ

かについて、改善の取

組を行っているものを

いう。 

新技術・手法を導入し

ておらず、又は導入し

ているが改善の取組を

行っていない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「４点」を加える。 

 

○保安関係の新技術・手法の導入した技術等に関して、その効果を適切

に検証し、その改善の取り組みを行っている。 

 

 

③公的機関、団体等に

おける保安関係の委員

会、研究会等への参加

状況 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

委員会、研究会等に※

積極的に参加し、その

成果を業務に反映させ

ている。 

 

委員会、研究会等に※

十分に参加し、その成

果を業務に反映させて

いる。 

 

委員会、研究会等に※

定期的に参加してい

る。 

 

 

委員会、研究会等に参

加することがある。 



  
※４件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

 
※２件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

 
※１件／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

④保安に関する改善・

考案等の実績 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

改善・考案等が積極的

に行われ、その※成果

も大きい。 

 

 
※複数にわたる改善等

を行っており、かつ、

それが他に先駆けて採

用した改善であって、

その成果が広く普及し

た等、特筆すべき実績

があることをいう。 

改善・考案等が※積極

的に行われている。 

 

 

 
※複数にわたる改善等

を行っていることをい

う。 

改善・考案等が行われ

ている。 

改善・考案等について

は、特段の実績はな

い。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（３０点満点） 

 

  



別添５（優良製造保安責任者等） 

保安に関する功績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①所属する事業所等に

おける保安管理、保安

技術、保安教育等に関

する実績（当該措置に

関して自身が実績を有

している場合に限る。） 

 

（１１点～０点） 

保安関係規程の整備・

充実、保安管理組織の

責任・指揮命令系統の

明確化、連絡体制の周

知等がなされている。 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※積極

的に行っている。 

 

 
※４回／年以上の開

催、実施をいう。 

保安関係規程の整備、

保安管理組織の責任・

指揮命令系統の明確

化、連絡体制の周知等

がなされている。 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※十分

に行っている。 

 

 
※２回／年以上の開

催、実施をいう。 

保安関係規程の整備、

保安管理組織の指揮命

令系統の明確化、連絡

体制の周知等がなされ

ている。 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※行っ

ている。 

 

 
※１回／年以上の開

催、実施をいう。 

連絡体制の周知等はな

されているが、保安教

育、保安関係委員会等

は定期的には行ってい

ない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にそれぞれ「２点」を加える。 

（６点～０点） 

 

○高圧ガス設備等耐震設計基準が制定又は改正される前に設置された古

い高圧ガス設備（重要度がⅠa又はⅠである塔及び貯槽が対象）の全て

について、最新の耐震設計基準以上となっている又はその計画を有して

いる。 

 

○リスクアセスメント（コンビナート等保安規則の適用を受ける特定製

造事業者以外の事業所等にあっては、危険予知訓練、ヒヤリハット等を

含む。）に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等

がなされており、その成果を上げている。 

 

○現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画

の策定や保安教育プログラムを有しており、その成果を上げている。 

 

②保安関係の新技術・

手法の導入状況 

（９点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

保安関係の新技術・手

法を積極的に導入する

とともに、改善の取組

を※積極的に行ってい

る。 

 

 
※設備、運用につい

て、その両方、かつ、

複数の改善の取組を行

っているものをいう。 

保安関係の新技術・手

法を導入するととも

に、改善の取組を※十

分に行っている。 

 

 

 
※設備、運用の両方に

ついて、改善の取組を

行っているものをい

う。 

保安関係の新技術・手

法を導入するととも

に、改善の取組※を行

っている。 

 

 

 
※設備、運用のいずれ

かについて、改善の取

組を行っているものを

いう。 

保安関係の新技術・手

法を導入しておらず、

又は導入しているが改

善の取組を行っていな

い。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「４点」を加える。 

 

○保安関係の新技術・手法の導入した技術等に関して、その効果を適切

に検証し、その改善の取り組みを行っている。 

 

③保安関係の研修会、

講習会の講師等の安全

指導に関する実績 

 

（５点～０点） 

 

５点 ３点 ２点 ０点 
※積極的に研修会、講

習会の講師等となって

いる又は社（所）外で

指導等を行っている。 

 

 

※前向きに研修会、講

習会の講師等となって

いる又は社（所）外で

指導等を行っている。 

 

 

研修会、講習会の講師

等となっている又は社

（所）外で指導等を行

っている※。 

 

 

研修会、講習会の講師

等や社（所）外で指導

等の実績はほとんどな

い。 



※４回／年以上を目安

とする。 

※２回／年以上を目安

とする。 

※１回／年以上を目安

とする。 

④保安に関する改善・

考案等の実績 

 

（５点～０点） 

５点 ３点 ２点 ０点 

改善・考案等が積極的

に行われ、その※成果

も大きい。 

 

 
※複数にわたる改善等

を行っており、かつ、

それが他に先駆けて採

用した改善であって、

その成果が広く普及し

た等、特筆すべき実績

があることをいう。 

改善・考案等が※積極

的に行われている。 

 

 

 
※複数にわたる改善等

を行っていることをい

う。 

改善・考案等が行われ

ている。 

改善・考案等について

は、特段の実績はな

い。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（３０点満点） 

 

  



別添６（優良運送従事者、優良移動監視者） 

保安に関する功績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①所属する事業所等に

おける保安管理、保安

技術、保安教育等に関

する実績（当該措置に

関して自身が実績を有

している場合に限る。） 

保安関係規程の整備・充

実、保安管理組織の責

任・指揮命令系統の明確

化、連絡体制の周知等が

なされている。 

 

また、保安教育、保安関

係委員会等を※積極的に

行っている。 

 

 
※４回／年以上の開催、

実施をいう。 

保安関係規程の整備、

保安管理組織の責任・

指揮命令系統の明確

化、連絡体制の周知等

がなされている。 

 

また、保安教育、保安

関係委員会等を※十分

に行っている。 

 

 
※２回／年以上の開

催、実施をいう。 

保安関係規程の整

備、保安管理組織の

指揮命令系統の明確

化、連絡体制の周知

等がなされている。 

 

また、保安教育、保

安関係委員会等を※行

っている。 

 

 
※１回／年以上の開

催、実施をいう。 

連絡体制の周知等は

なされているが、保

安教育、保安関係委

員会等は定期的には

行っていない。 

②保安関係の研修会、

講習会の講師等の安全

指導に関する実績 

 

（５点～０点） 

※積極的に研修会、講習

会の講師等となっている

又は社（所）外で指導等

を行っている。 

 

 

※４回／年以上を目安と

する。 

※前向きに研修会、講

習会の講師等となって

いる又は社（所）外で

指導等を行っている 

 

 

※２回／年以上を目安

とする。 

研修会、講習会の講

師等となっている又

は社（所）外で指導

等を行っている※。 

 

 

※１回／年以上を目

安とする。 

研修会、講習会の講

師等や社（所）外で

指導等の実績はほと

んどない。 

③保安に関する改善・

考案等の実績 

 

（５点～０点） 

改善・考案等が積極的に

行われ、その※成果も大

きい。 

 

 
※複数にわたる改善等を

行っており、かつ、それ

が他に先駆けて採用した

改善であって、その成果

が広く普及した等、特筆

すべき実績があることを

いう。 

改善・考案等が※積極

的に行われている。 

 

 

 
※複数にわたる改善等

を行っていることをい

う。 

改善・考案等が行わ

れている。 

改善・考案等につい

ては、特段の実績は

ない。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１５点満点） 

 

  



別添７（優良運送事業所） 

ⅰ）保安及び運行管理 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①保安管理組織の整備

及び移動監視者等の配

置状況 

 

（５点～０点） 

組織規程を有し、緊急

時の出動要領、作業要

領、作業分担及び責任

の所在を明確に定め、

連絡体制の周知が図ら

れている。 

また、十分な移動監視

者等の有資格者が配置

されており、管理体制

が優れている。 

組織規程を有し、緊急

時の出動要領を明確に

定め、連絡体制の周知

が図られている。 

また、移動監視者等の

有資格者の数が適当で

あり、管理体制が確立

している。 

非常の場合の組織規程

を定め、連絡体制の周

知が図られている。 

また、移動監視者等の

有資格者の数が適当で

ある。 

非常の場合の組織規程

があるか又は連絡体制

の周知が図られてい

る。 

②社（所）内における

委員会、研究会等の活

動状況 

 

（５点～０点） 

保安関係の委員会、研

究会及び保安担当者の

ミーティング等を積極

的※に開催し、その成

果を得ている。 

 

 

※委員会、研究会等を

４回／年以上及び担当

ミーティング等を１２

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

保安関係の委員会、研

究会及び保安担当者の

ミーティング等を十分

※に開催し、その成果

を得ている。 

 

 

※委員会、研究会等を

２回／年以上及び担当

者ミーティング等を６

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

保安関係の委員会、研

究会又は保安担当者の

ミーティング等を開催

※している。 

 

 

 

※委員会、研究会等を

１回／年以上又は担当

者ミーティング等を４

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

保安関係の委員会、研

究会又は保安担当者の

ミーティング等は定期

的には行っていない。 

③運送車両等に関する

保安上の管理・改善状

況 

 

（５点～０点） 

運送車両等に対する保

安上の顕著※な改善実

績がある。 

 

 

※運送に使用する車

両、容器、携行する応

急資機材について、 

自社において実用化又

は他に先駆けて採用し

た改善を行っているこ

と等をいう。 

運送車両等に対する保

安上の改善実績※があ

る。 

 

 

※運送に使用する車

両、容器、携行する応

急資機材等について、

他社で実用化された改

善等を積極的に、自社

に取り入れ使用として

いること等をいう。 

運送車両等に対する保

安上の改善の努力のあ

と※が認められる。 

 

 

※運送に使用する車

両、容器、携行する応

急資機材等について、

法令に基づく基準以上

の水準の内容を備えて

いること等をいう。 

運送車両等に関する保

安管理についての努力

のあと※が認められ

る。 

 

※運送に使用する車

両、容器、携行する応

急資機材等について、

法令に基づく基準を満

たしていると等をい

う。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１５点満点） 

 

  



別添８（優良運送事業所） 

ⅱ）保安教育 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①社（所）内における

保安関係の従業員教育

の実施状況 

 

（５点～０点） 

全従業員を対象に※積

極的に保安教育を実施

し、内容も充実してい

る。 

 

 
※４回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※十

分な保安教育を実施

し、その内容も充実し

ている。 

 

 
※２回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※定

期的に保安教育を実施

している。 

 

 

 
※１回/年以上実施して

いることをいう。 

定期的な保安教育は実

施していない。 

②社（所）外における

保安関係の研修会、講

習会等への講師等派遣

又は参加状況 

 

（５点～０点） 

講師等の派遣回数も多

く、社（所）外の研修

会、講習会等に※積極

的に参加し、その教育

成果を業務に反映させ

ている。 

 

 
※４回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

社（所）外の研修会、

講習会等に※十分に参

加し、その教育成果を

業務に反映させてい

る。 

 

 

 
※２回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

社（所）外の研修会、

講習会等に※定期的に

参加している。 

 

 

 

 

 
※１回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

社（所）外の研修会、

講習会等に定期的には

参加していない。 

 

③防災訓練等の実施状

況 

 

（５点～０点） 

社（所）内外を問わず

防災訓練等を２回／年

以上実施又は参加して

いる。 

社（所）内外を問わず

防災訓練等を１回／年

以上実施又は参加して

いることをいう。 

社（所）内での消火訓

練、通報訓練等の基礎

的な訓練を実施するほ

か、周辺地域で行われ

る防災訓練にも参加す

ることがある。 

社（所）内での基礎的

な訓練は実施している

が、周辺地域で行われ

る防災訓練には参加し

ていない。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１５点満点） 

 

  



別添９（優良防災事業所） 

ⅰ）防災活動の業績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①防災出動体制、組織

規程の整備及び要員の

確保状況 

 

（５点～０点） 

組織規程を有し、防災

活動要員の責任権限、

指揮命令系統、緊急時

の出動要領、作業要領

及び作業分担が明確に

定められ、連絡体制の

周知が図られている。 

 

また、指定されたガス

区分毎に防災活動要員

が十分に配置されてお

り、防災出動体制が優

れている。 

組織規程を有し、防災

活動要員の業務、責任

権限、指揮命令系統及

び緊急時の出動要領が

明確に定められ、連絡

体制の周知が図られて

いる。 

 

また、指定されたガス

区分毎に防災活動要員

が配置されており、防

災出動体制が確立して

いる。 

組織規程を有し、防災

活動要員の指揮命令系

統が明確に定められ、

連絡体制の周知が図ら

れている。 

防災活動要員の連絡体

制の周知が図られてい

る。 

②防災訓練等の実施状

況 

 

（５点～０点） 

社（所）内外を問わず

防災訓練等を２回／年

以上実施又は参加して

いる。 

社（所）内外を問わず

防災訓練等を１回／年

以上実施又は参加して

いることをいう。 

社（所）内での消火訓

練、通報訓練等の基礎

的な訓練を実施するほ

か、周辺地域で行われ

る防災訓練にも参加す

ることがある。 

社（所）内での基礎的

な訓練は実施している

が、周辺地域で行われ

る防災訓練には参加し

ていない。 

③防災活動用の装置、

機材の整備状況 

 

（５点～０点） 

必要な資機材等が種

類、数量ともに十分に

整備※されている 

 

 
※ガスの種類に応じて

多様に対応できる防災

資機材、緊急車両、通

信機器等が十分に整備

されていることを目安

とする。 

必要な資機材等が十分

に整備※されている。 

 

 

 
※指定されたガスに適

応した防災資機材、緊

急車両等が十分に整備

されていることを目安

とする。 

必要な資機材等が整備
※されている。 

 

 

 
※指定されたガスに適

応した防災資機材、車

両等が整備されている

ことを目安とする。 

一般的な防災資機材が

整備されている。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１５点満点） 

 

  



別添１０（優良防災事業所） 

ⅱ）保安に関する功績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

５点 ３点 ２点 ０点 

①所内における保安情

報の整備、活用状況及

び研究実績 

 

（５点～０点） 

防災・保安関係の情報

が広く収集・整備され

ており、これを積極的

に活用している。 

 

また、保安関係の委員

会、研究会等及び保安

担当者のミーティング

等を積極的※に開催

し、顕著な研究実績又

は成果を得ている。 

 

 

※委員会、研究会等を

４回／年以上及び担当

者ミーティング等を１

２回／年以上開催して

いることを目安とす

る。 

防災・保安関係の情報

が整備され、内容も十

分であり、これを活用

している。 

 

また、保安関係の委員

会、研究会等及び保安

担当者のミーティング

等を十分※に開催し、

研究実績又は成果を得

ている。 

 

 

※委員会、研究会等を

２回／年以上及び担当

者ミーティング等を６

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

防災・保安関係の技術

情報が整備されてお

り、これを活用してい

る。 

 

また、保安関係の委員

会、研究会等又は保安

担当者のミーティング

等を開催※している。 

 

 

 

 

※委員会、研究会等を

１回／年以上又は担当

者ミーティング等を４

回／年以上開催してい

ることを目安とする。 

防災・保安関係の情報

が整備されているが、

保安関係の委員会、研

究会等又は保安担当者

のミーティング等は定

期的には行っていな

い。 

②所内における保安関

係の従業員教育の実施

状況 

 

（５点～０点） 

全従業員を対象に※積

極的に保安教育を実施

し、内容も充実してい

る。 

 

 
※４回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※十

分な保安教育を実施

し、その内容も充実し

ている。 

 

 
※２回／年以上実施し

ていることをいう。 

保安要員を対象に※定

期的に保安教育を実施

している。 

 

 

 
※１回/年以上実施して

いることをいう。 

定期的な保安教育は実

施していない。 

③所外における保 安

関係の研修会、講習会

等への講師等派遣又は

参加状況 

 

（５点～０点） 

講師等の派遣も行って

おり、積極的※に委員

会、研究会、講習会等

に参加し、その成果を

業務に反映させてい

る。 

 

 
※４回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会、講習

会等に十分※に参加

し、その成果を業務に

反映させている。 

 

 

 

 
※２回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会、講習

会等に参加※してい

る。 

 

 

 

 

 
※１回／年以上参加し

ていることを目安とす

る。 

委員会、研究会、講習

会等に参加することが

ある。 

 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１５点満点） 

 

  



別添１１（優良保安団体） 

ⅱ）保安に関する功績 

評価 

評価点 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 Ｄ評価 

１０点 ７点 ４点 ０点 

①保安教育に関する実

績 

 

（１０点～０点 

会員等に対する保安教

育を積極的※に実施し

ている。 

 

※４回／年以上実施し

ていることをいう。 

会員等に対する保安教

育を十分※に実施して

いる。 

 

※２回／年以上実施し

ていることをいう。 

会員等に対する保安教

育を実施している※。 

 

 

※１回／年以上実施し

ていることをいう。 

会員等に対する保安教

育は、定期的には実施

していない。 

②保安情報の整備、活

用状況及び保安に関す

る調査、指導等の実績 

 

（１０点～０点） 

防災・保安関係の情報

が整備され、情報が多

量、かつ、内容的にも優

れており、これを積極

的に活用している。 

 

また、調査、指導等が

積極的に行われ、その

成果も大きい※。 

 

 

※複数にわたる他に先

駆けて行われた調査等

があり、その成果が広

く活用されるようにな

った等の特筆すべき実

績をいう。 

防災・保安関係の情報

が整備され、情報内容

も優れており、これを

活用している。 

 

 

また、調査、指導等が

積極的※に行われてい

る。 

 

 

※複数にわたる調査等

を行っていることをい

う。 

防災・保安関係の情報

が整備されており、こ

れを活用している。 

 

 

 

また、調査、指導等が

行われている。 

防災・保安関係の情報

は整備されているが、

調査、指導関係につい

ては、特段の実績はな

い。 

③防災訓練等の実施状

況 

 

（１０点～０点） 

団体内外を問わず、防

災訓練等を２回／年以

上実施又は参加してい

る。 

団体内外を問わず、防

災訓練等を１回／年以

上実施又は参加してい

る。 

団体内で消火訓練、通

報訓練等の基礎的訓練

を実施する他、周辺地

域で行われる防災訓練

に参加することがあ

る。 

団体内での基礎的な訓

練は実施しているが、

地域で行われる防災訓

練には参加していな

い。 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（３０点満点） 

 

  



別添１２（優良運送従事者、優良移動監視者、優良運送事業所、優良防災事業所、優良保安団体） 

その他 

・次に該当する場合は、上記の配点にそれぞれ「２点」を加える。 

（４点～０点） 

 

○リスクアセスメント、危険予知訓練、ヒヤリハット等に関して、実施規程の整備、実施のための組織・人員の配置等がな

されており、その成果を上げている。 

 

○現場における技術伝承に着目し、従業員等のレベルに応じた教育計画の策定や保安教育プログラムを有しており、その成

果を上げている。 

 

    評価点 

評価 
５点 ３点 ２点 ０点 

保安関係の新技術・

手法の導入状況 

（７点～０点） 

新技術・手法を積極的

に導入するとともに、

改善の取組を※積極的

に行っている。 

 

 
※設備、運用につい

て、その両方、かつ、

複数の改善の取組を行

っているものをいう。 

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組を※十分に行ってい

る。 

 

 
※設備、運用の両方に

ついて、改善の取組を

行っているものをい

う。 

新技術・手法を導入す

るとともに、改善の取

組※を行っている。 

 

 

 
※設備、運用のいずれ

かについて、改善の取

組を行っているものを

いう。 

新技術・手法を導入し

ておらず、又は導入し

ているが改善の取組を

行っていない。 

・次に該当する場合は、上記の配点にさらに「２点」を加える。 

 

○保安関係の新技術・手法の導入した技術等に関して、その効果を適切

に検証し、その改善の取り組みを行っている。 

 

 

 

※審査点の配点方法 

上記の内容ごとに表中の基準に照らして評価し、その評価点の合計点とする。（１１点満点） 
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